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■児童書　『忍者サノスケじいさんわくわく旅日記 19
－忍者やしきのなぞの巻』    

　なすだ　みのる／作、あべ　はじめ／絵
　日本全国を旅する忍者のサノスケじいさんたちが活躍す
る人気シリーズ。今回の舞台は、伊賀です。秘伝のおかし
のつくり方を書いた巻物が、何者かに盗まれた！犯人を見
つけて、巻物を取り返すことはできるのでしょうか。おな
じみの忍者やしきや忍者れっしゃも登場しますよ。
■児童書　『258 本をうんだバット』　　 

友成 那智／著
　2004 年に、マリナーズのイチロー選手は、258 本目の
ヒットを放ち、1 シーズンの世界最多安打記録を塗り替え
ました。このとてつもない記録は、バット職人の究極の技
にささえられていたのです。一流選手が使うグラブやバッ
トをつくり続ける、職人たちの技を紹介した一冊です。

★新着図書紹介（上野図書館）

Library Information
図書館だより図書館だより

■ 上野図書館　☎ 21-6868
■ いがまち公民館図書室　☎ 45-9122
■ 島ヶ原公民館図書室（島ヶ原会館内）☎ 59-2291
■ 阿山公民館図書室（あやま文化センター内）☎ 43-0154
■ 大山田公民館図書室（大山田教育センター内）☎ 47-1175
■ 青山公民館図書室　☎ 52-1110

■一般書　『伊賀焼－伊賀の七不思議』 
谷本　光生／著

　美術館所蔵の伊賀焼の銘品や、江戸から昭和までの作品、
著者である谷本光生氏の作品が豊富なカラー写真で紹介さ
れています。また、伊賀焼の歴史や特徴が、陶芸家の立場
から丁寧に解説されており、伊賀焼のすべてが分かる一冊
となっています。
■一般書　『日本人の知らない日本語』
　　　　　　　　　　　　　　 蛇蔵 ＆ 海野 凪子／著
　日本語学校で教師をしている凪子先生が、外国人の生徒
たちと繰り広げる爆笑の毎日。「どうしてものによって、数
え方が変わるの？」「正しい敬語の使い方は？」私たちも知
らなかった日本語を“再発見”できる、コミックエッセイ
です。

 ８月の読み聞かせ
開催日 会　場 時　間 催　物　　　　　＊は読み手　

 2 日（日） 島ヶ原公民館図書室 10：30 ～ 30 分程度 絵本の時間「ネェよんで」
 8 日（土） 上野図書館２階視聴覚室 14：00 ～ 30 分程度 おはなしの会　
12 日（水）青山公民館図書室絵本のコーナー 10：30 ～ 30 分程度 大きな絵本の読み聞かせ会　
16 日（日）阿山公民館図書室読み聞かせ室 10：30 ～ 30 分程度 読み聞かせ会　＊読み聞かせボランティア「はあと＆はあと」

18 日（火）阿山公民館図書室読み聞かせ室 10：30 ～ 30 分程度 読み聞かせ会　＊読み聞かせボランティア「はあと＆はあと」

19 日（水）ふるさと会館いが小ホール　 10：00 ～ 1 時間程度 絵本の時間
19 日（水）上野図書館２階視聴覚室 15：00 ～ 30 分程度 えほんの森
22 日（土）島ヶ原公民館図書室 10：30 ～ 30 分程度　 絵本の時間「ネェよんで」
22 日（土）上野図書館２階視聴覚室 14：00 ～ 30 分程度 おはなしの会　
22 日（土）大山田公民館図書室えほんのへや 10：30 ～ 20 分程度 おはなしたいむ　＊おはなしボランティア「きらきら」

　★絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。

　図書室を利用し、歴史や文学を楽しく学ぶ公開
講座です。
　伊賀市在住の神戸女子大学非常勤講師で民放ア
ナウンサーとしてご活躍の岡本栄さんをむかえ、
紫式部の「源氏物語」、松尾芭蕉の「奥の細道」
などの一部を、語調や抑揚に特徴のある「平安読
み」「京ことば」の読み方と、「共通語」で読み分
けて朗読していただきます。
　さて、伊賀出身の芭蕉さんは、当時どういった
「伊賀の言葉」で考えていたのでしょう。
　人の心を伝える言葉の大切さを体験しに気軽に
ご参加ください。

青山公民館図書室公開講座

第２回　おはなし広場
『古典の音読と伊賀ことば』
　　　　　― 源氏物語・芭蕉 ―

【と　き】　８月 26日（水）
　　　　　午前 10時 30分～正午

【ところ】　青山公民館図書室
　　　　　（伊賀市教育委員会事務局　伊賀市阿保1411）

【講　師】　神戸女子大学非常勤講師・民放アナウンサー
　　　　　岡本　栄さん

【応募人数】　30人　＊抽選
※８月１７日までに、電話・FAXでお申し込みください

【申込先・問い合わせ】
　伊賀市教育委員会事務局青山公民館
　　☎５２－１１１０　FAX５２－１２１１



　７月１８日、県立ゆめドームうえので，人にかかわりの深い、人権、環境、福
祉、多文化共生の各種団体が、日ごろの活動展示や発表を行う、ひゅーまんフェ
スタ２００９を開催しました。
　ステージでは、劇や楽器演奏などによるメッセージの発信や、さまざまな文化

の紹介があり、その中で「いいのかな？男と女（ひととひと）」と題した朗読劇では、男女
が共に理解し合い、協力して生活することの大切さを発信し、アフリカの楽器演奏が始まる
と、会場が独特の音色と楽しいリズムに包まれました。
　会場の中央に設けた「平和への願いをヒロシマへ」と題し
た折鶴コーナーでは、熱心に鶴を折る親子連れの姿が見られ
ました。
　イベントの最後に、伊賀から世界へ平和の願いを込めて、

伊賀市平和メッセージソング「ハートをつな
ごう」を、会場全体で歌いました。
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　７月 19 日、国際交流
員のサミュエル・アネス
リーによる最後のイベン
トを、伊賀の里モクモク
手作りファームで開催し
ました。
　まず、英語による自己

紹介とキャッチボールを組み合わせたゲームを楽しみま
した。また、前の人から順に、上と下から交互にボール
を渡すゲームは、みんなの
身長がさまざまなので、ボー
ルを落としてしまう場面も
ありましたが、相手チーム
に勝とうと必死になりなが
ら、ボールを送りました。
　ゲームの後、のんびり学
習広場に移動し、羊やヤギ、
牛などの動物と触れ合いな
がら、サムとの最後の交流
を楽しみました。

サムと英語で遊ぼう
サムのラストイベント
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　７月 18 日、青山ホー
ル前駐車場と青山公民館
周辺で第 25 回青山夏ま
つりが開催されました。
　まつりは、こどもつみ
木ひろばやバンドライブ
のほか和太鼓演奏や盆踊

りなどが行われ、小さな子どもから大人までたくさん
の人で賑わいました。
　和太鼓演奏では、初めにちびっ子太鼓として、７人
の未就学児が、頭にハチマキをして細いバチを握り日
頃の練習の成果を発表し、その後、小学生以上による
演奏が行われました。
　また青山太鼓保存会は、足や腕を高く上げながらの
演奏を披露して、見てい
る人たちを魅了した様子
でした。
　 盆 踊 り の 後 に は、
３００発の花火が夜空に
打ち上げられ、暑い夏の
夜空を彩りました。

第25回青山夏まつり
太鼓が誘う青山の夏！

ひゅーまんフェスタ２００９
「ひと・あい・へいわ」


